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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 15,924 30.9 2,056 291.3 2,032 319.2 1,169 340.1
21年3月期第3四半期 12,164 ― 525 ― 484 ― 265 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 56.84 ―

21年3月期第3四半期 12.92 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 19,516 5,707 29.2 277.34
21年3月期 20,144 4,614 22.9 224.23

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  5,707百万円 21年3月期  4,614百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― 5.00 5.00
22年3月期 ― ― ―

22年3月期 
（予想）

5.00 5.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,650 13.3 2,430 148.9 2,400 152.8 1,380 225.5 67.05
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注) 詳細は、５ページ 【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他 をご覧下さい。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注) 詳細は、５ページ 【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他 をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の実績等は、業績
の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 
 業績予想の前提となる条件については、 ４ページ 【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予想に関する定性的情報 をご覧下さい。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 20,600,000株 21年3月期  20,600,000株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  19,504株 21年3月期  19,438株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 20,580,529株 21年3月期第3四半期 20,580,711株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、内外の在庫調整の進展や海外経済の改善を背景とした輸

出、生産の増加などから、前連結会計年度の状況から景気は緩やかに回復しておりますが、引き続き厳しいも

のと思われます。その中で設備投資については、企業収益の悪化や設備過剰感の高まりを主因として減少して

おりますが、下げ止まりの兆しも見られます。 

 このような状況下、当社グループは企業価値の源泉である「開発・技術基盤」、「顧客・営業基盤」、「組

織基盤」の三つの基盤に基づき、積極的に営業活動を展開し、市場での受注・売上の確保等に全力を挙げて取

り組んでまいりました。その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は15,924百万円と前年同四半期に比べ 

 3,760百万円の増加(＋30.9％)となり、受注高については11,825百万円と前年同四半期に比べ 6,363百万円の

減少(△35.0％)となりました。一方損益面については、材料原価の低減やコスト削減と工程管理に注力した結

果、営業利益 2,056百万円と前年同四半期に比べ 1,530百万円の増加、経常利益 2,032百万円と前年同四半期

に比べ 1,547百万円の増加、四半期純利益 1,169百万円と前年同四半期に比べ 904百万円の増加となりました。 

 

 事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

(1) 化学機械装置関連事業 

 受注高は 9,400百万円と前年同四半期に比べ 8,564百万円の減少(△47.7％)、売上高は14,332百万円と前

年同四半期に比べ 3,886百万円の増加(＋37.2％)、営業利益 2,253百万円と前年同四半期に比べ 1,606百万

円の増加となりました。 

(2) 原子力機器関連事業 

 受注高は 2,425百万円と前年同四半期に比べ 2,200百万円の増加(＋ 978.5％)、売上高は 1,591百万円と

前年同四半期に比べ 126百万円の減少(△ 7.3％)、営業損失 197百万円と前年同四半期に比べ75百万円の悪

化となりました。 

 

 なお、当社グループは、通常の営業形態として、年度末に完成する工事の割合が大きいため、各四半期の生

産、受注及び販売の状況の間に著しい相違があり、四半期毎の業績に季節的変動があります。 

 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

(1) 財政状態の分析 

① 資 産 

 流動資産は12,983百万円と前連結会計年度末に比べ 974百万円の減少(△ 6.9％)となりました。これは

主に、現金及び預金が 449百万円減少し、貸倒引当金が 349百万円増加したこと等によるものであります。 

 固定資産は 6,533百万円と前連結会計年度末に比べ 346百万円の増加(＋ 5.6％)となりました。これは

主に、建物及び構築物が 345百万円増加したこと等によるものであります。 

 この結果総資産は19,516百万円と前連結会計年度末に比べ 627百万円の減少(△ 3.1％)となりました。 

② 負 債 

 流動負債は10,614百万円と前連結会計年度末に比べ 2,348百万円の減少(△18.1％)となりました。これ

は主に、短期借入金が 681百万円、前受金が 862百万円減少したこと等によるものであります。 

 固定負債は 3,194百万円と前連結会計年度末に比べ 627百万円の増加(＋24.4％)となりました。これは

主に、長期借入金が 676百万円増加したこと等によるものであります。 

 この結果負債合計は13,808百万円と前連結会計年度末に比べ 1,721百万円の減少(△11.0％)となりまし

た。 

③ 純資産 

純資産合計は 5,707百万円と前連結会計年度末に比べ 1,093百万円の増加(＋23.6％)となりました。これ

は主に、利益剰余金が 1,066百万円増加したこと等によるものであります。 

この結果当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は29.2％となりました。 
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(2) キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業活動により 

 367百万円増加、投資活動により 708百万円減少、財務活動により 108百万円減少したことにより、前連結

会計年度末に比べ 449百万円減少し、当第３四半期連結累計期間末には 790百万円となりました。 

① 営業活動によるキャッシュ・フロー 

 当第３四半期連結累計期間において営業活動により資金は 367百万円増加し、前年同四半期に比べ 605

百万円流入が小さくなりました。主な要因は前受金の減少であります。 

② 投資活動によるキャッシュ・フロー 

 当第３四半期連結累計期間において投資活動により資金は 708百万円減少し、前年同四半期に比べ 9百

万円流出が小さくなりました。変動は小さく、概ね前年同四半期中の動きとあまり変わっておりません。 

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

 当第３四半期連結累計期間において財務活動により資金は 108百万円減少し、前年同四半期に比べ84百

万円流出が小さくなりました。主な要因は社債の償還による支出がなくなったことであります。 

 

 

 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

 当期のわが国経済は、内外の在庫調整の進展や海外経済の改善を背景とした輸出、生産の増加などから、景

気は緩やかに回復しておりますが、引き続き厳しい状況が続くものと思われます。そうした中で設備投資につ

いては、企業収益の悪化や設備過剰感の高まりを主因として減少しておりますが、下げ止まりの兆しも見られ

ます。 

 当社グループにおきましては、受注高の減少を余儀なくされておりますが、売上高・利益については、前期

から引き継いでいる大型案件等により、好調な業績を持続しております。今後も原材料費と経費の低減、徹底

したコスト管理と工程管理等に努力し、通期業績予想を売上高21,650百万円、営業利益 2,430百万円、経常利

益 2,400百万円、当期純利益 1,380百万円に上方修正し、引き続き業績の向上を目指していきます。 
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４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結の範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

 該当事項はありません 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（簡便な会計処理） 

① 棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地

棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見

積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

② 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異の

発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタッ

クス・プランニングを利用する方法によっております。 

③ 工事原価総額の見積方法 

 工事原価総額の見積りに当たり、当第３四半期連結会計期間末における工事原価総額が、第２四半期連

結会計期間末に見積った工事原価総額から著しく変動しているものと認められる工事契約を除き、第２四

半期連結会計期間末に見積った工事原価総額を、当第３四半期連結会計期間末における工事原価総額の見

積額とする方法によっております。 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 

・税金費用の計算 

 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四

半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 なお、法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示しております。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、請負金額 500百万円以上かつ工期１年超の工事につ

いては工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関

する会計基準」(企業会計基準第15号 平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」

(企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連

結会計期間に着手した工事契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性

が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事につ

いては工事完成基準を適用しております。 

 これにより、当第３四半期連結累計期間の売上高は、 149百万円増加し、営業利益、経常利益及び税金

等調整前四半期純利益は、それぞれ20百万円増加しております。 

 なお、セグメント情報につきましては、従来の方法に比較して、化学機械装置関連事業は売上高が 8百

万円、営業利益が 1百万円それぞれ増加しており、原子力関連事業は売上高が 141百万円、営業利益が19

百万円それぞれ増加しております。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期 
連結会計期間末 

(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 790 1,239

受取手形及び売掛金 8,827 9,023

仕掛品 2,801 2,901

原材料及び貯蔵品 25 57

繰延税金資産 211 215

その他 685 529

貸倒引当金 △357 △8

流動資産合計 12,983 13,957

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,440 1,094

機械装置及び運搬具（純額） 97 129

工具、器具及び備品（純額） 64 74

土地 3,674 3,674

リース資産（純額） 42 51

建設仮勘定 － 11

有形固定資産合計 5,319 5,034

無形固定資産 259 207

投資その他の資産   

投資有価証券 475 431

繰延税金資産 408 422

その他 88 111

貸倒引当金 △18 △20

投資その他の資産合計 955 944

固定資産合計 6,533 6,186

資産合計 19,516 20,144
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（単位：百万円）

当第３四半期 
連結会計期間末 

(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,791 6,516

短期借入金 1,778 2,460

リース債務 53 31

未払法人税等 628 323

前受金 1,622 2,485

賞与引当金 130 300

役員賞与引当金 － 19

工事損失引当金 － 19

完成工事補償引当金 93 84

その他 516 722

流動負債合計 10,614 12,962

固定負債   

長期借入金 827 151

リース債務 148 108

退職給付引当金 808 829

役員退職慰労引当金 125 193

再評価に係る繰延税金負債 1,284 1,284

固定負債合計 3,194 2,567

負債合計 13,808 15,530

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,030 1,030

資本剰余金 103 103

利益剰余金 2,700 1,633

自己株式 △5 △5

株主資本合計 3,827 2,760

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △15 △35

繰延ヘッジ損益 － △5

土地再評価差額金 1,895 1,895

評価・換算差額等合計 1,880 1,854

純資産合計 5,707 4,614

負債純資産合計 19,516 20,144
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 12,164 15,924

売上原価 10,193 12,034

売上総利益 1,970 3,889

販売費及び一般管理費 1,444 1,833

営業利益 525 2,056

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 12 8

受取賃貸料 8 8

その他 23 7

営業外収益合計 44 24

営業外費用   

支払利息 47 30

手形売却損 9 0

固定資産除却損 － 9

その他 27 8

営業外費用合計 85 48

経常利益 484 2,032

特別利益   

投資有価証券売却益 0 －

貸倒引当金戻入額 42 －

厚生年金基金代行返上益 90 －

特別利益合計 132 －

特別損失   

投資有価証券売却損 0 －

投資有価証券評価損 139 －

ゴルフ会員権評価損 2 3

その他 － 5

特別損失合計 142 9

税金等調整前四半期純利益 474 2,023

法人税等 208 853

四半期純利益 265 1,169
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 474 2,023

減価償却費 119 178

貸倒引当金の増減額（△は減少） △42 346

賞与引当金の増減額（△は減少） △187 △170

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △30 △19

工事損失引当金の増減額（△は減少） 19 △19

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） － 9

退職給付引当金の増減額（△は減少） △206 △21

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 18 △67

受取利息及び受取配当金 △12 △8

支払利息 47 30

為替差損益（△は益） 0 －

投資有価証券売却損益（△は益） 0 －

投資有価証券評価損益（△は益） 139 －

ゴルフ会員権評価損 2 3

売上債権の増減額（△は増加） 300 195

たな卸資産の増減額（△は増加） △873 132

その他の資産の増減額（△は増加） △255 △180

仕入債務の増減額（△は減少） △42 △725

前受金の増減額（△は減少） 1,789 △862

その他の負債の増減額（△は減少） 252 93

その他 △3 4

小計 1,510 942

利息及び配当金の受取額 12 8

利息の支払額 △41 △31

法人税等の支払額 △508 △552

営業活動によるキャッシュ・フロー 972 367

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △698 △695

無形固定資産の取得による支出 △14 △7

投資有価証券の取得による支出 △1 △9

投資有価証券の売却による収入 2 －

貸付けによる支出 0 △10

その他 △6 13

投資活動によるキャッシュ・フロー △718 △708
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 380 △800

長期借入金の返済による支出 △400 △405

長期借入れによる収入 － 1,200

社債の償還による支出 △90 －

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △82 △102

財務活動によるキャッシュ・フロー △193 △108

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 61 △449

現金及び現金同等物の期首残高 555 1,239

現金及び現金同等物の四半期末残高 616 790
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日  至 平成21年12月31日） 

 該当事項はありません 

 

 

 

 

(5) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

 
化学機械装置
関連事業 
(百万円) 

原子力機器 
関連事業 
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高  

(1) 外部顧客に 
対する売上高 

10,446 1,717 12,164 ― 12,164

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

― ― ― ― ―

計 10,446 1,717 12,164 ― 12,164

営業利益又は営業損失(△) 647 △121 525 ― 525

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

 
化学機械装置
関連事業 
(百万円) 

原子力機器 
関連事業 
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高  

(1) 外部顧客に 
対する売上高 

14,332 1,591 15,924 ― 15,924

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

― ― ― ― ―

計 14,332 1,591 15,924 ― 15,924

営業利益又は営業損失(△) 2,253 △197 2,056 ― 2,056

 

(注) １．事業区分は製品種類別によっております。 

２．各事業の主な製品 

 (1) 化学機械装置関連事業 

   各種蒸発装置・各種晶析装置・洗浄装置・攪拌機・圧力容器タンク等の製作・据付・各種ステンレス・鉄・樹

脂の配管工事等 

 (2) 原子力機器関連事業 

   核燃料輸送容器及び格納装置、燃料再処理関連機器、放射線遮蔽設備、放射性廃棄物処理装置等 

 

 

【所在地別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記載

を省略しております。 
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【海外売上高】 

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

 

 

 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日  至 平成21年12月31日） 

 該当事項はありません 

 

木村化工機㈱(6378) 平成22年３月期 第３四半期決算短信

- 12 -



６．その他の情報

（受注、売上及び受注残の状況）

期　　　別　

　品　種　別 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

（ 受 注 高 ）

化 学 機 械 及 び 装 置 7,777 42.7 4,940 41.8 8,677 41.6

鉛 製 品 及 び 工 事 52 0.3 43 0.4 65 0.3

鉄並びにステンレス加工及び工事 9,524 52.4 4,190 35.4 10,648 51.0

各種樹脂加工及 びラ イニ ング 212 1.2 53 0.4 271 1.3

原 子 力 関 連 機 器 224 1.2 2,425 20.5 739 3.5

そ の 他 397 2.2 171 1.5 483 2.3

合　　　　　計 18,189 100.0 11,825 100.0 20,885 100.0

（ 売 上 高 ）

化 学 機 械 及 び 装 置 4,615 38.0 7,313 45.9 7,579 39.7

鉛 製 品 及 び 工 事 53 0.4 35 0.2 66 0.3

鉄並びにステンレス加工及び工事 5,221 42.9 6,778 42.6 7,213 37.7

各種樹脂加工及 びラ イニ ング 65 0.6 48 0.3 279 1.5

原 子 力 関 連 機 器 1,717 14.1 1,591 10.0 3,269 17.1

そ の 他 491 4.0 156 1.0 703 3.7

合　　　　　計 12,164 100.0 15,924 100.0 19,111 100.0

（ 受 注 残 高 ）

化 学 機 械 及 び 装 置 9,991 41.0 5,555 34.6 7,927 39.4

鉛 製 品 及 び 工 事 8 0.0 16 0.1 8 0.0

鉄並びにステンレス加工及び工事 5,464 22.4 2,007 12.5 4,596 22.8

各種樹脂加工及 びラ イニ ング 161 0.7 11 0.1 6 0.0

原 子 力 関 連 機 器 8,540 35.0 8,336 52.0 7,502 37.3

そ の 他 223 0.9 113 0.7 97 0.5

合　　　　　計 24,390 100.0 16,040 100.0 20,139 100.0

(注)　輸出状況

　　　輸出関係売上高(百万円、％) 991 8.2 1,335 8.4 1,014 5.3

なお、輸出のほとんどが化学機械及び装置であります。

前連結会計年度

自　平成20年４月１日 自　平成21年４月１日 自　平成20年４月１日

 当第３四半期連結累計期間 前第３四半期連結累計期間

(前第３四半期連結累計期間) (当第３四半期連結累計期間) (前連結会計年度)

至　平成21年３月31日至　平成20年12月31日 至　平成21年12月31日
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